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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 29,523 2.8 83 － 388 － 260 －

2025年３月期中間期 28,712 5.7 △275 － △341 － △116 －

（注）包括利益 2026年３月期中間期 △194百万円（－％） 2025年３月期中間期 △50百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 4.89 －

2025年３月期中間期 △2.19 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 70,576 48,599 68.8

2025年３月期 73,973 49,847 67.4

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 48,583百万円 2025年３月期 49,832百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 15.00 － 20.00 35.00

2026年３月期 － 21.00

2026年３月期（予想） － 21.00 42.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,500 1.8 4,300 9.6 4,400 11.8 3,000 15.1 56.20

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 : 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②  ①以外の会計方針の変更 ： 無

③  会計上の見積りの変更 ： 無

④  修正再表示 ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 57,301,365株 2025年３月期 57,301,365株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 3,914,765株 2025年３月期 3,923,858株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 53,381,306株 2025年３月期中間期 53,375,626株

※  注記事項

新規  2社  （社名）株式会社アーバンエックステクノロジーズ、ZFP企業共創投資事業有限責任組合

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、「役員株式給付信託（ＢＢＴ）」及び「従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の信

託財産として(株)日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（2026年３月期中間期 290,795株、

2025年３月期 300,195株）が含まれております。また、(株)日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当

社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2026年３月期中間期 

296,308株、2025年３月期中間期 302,341株）。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料は2025年11月18日（火）に当社ウェブサイトに掲載する予定であります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善するなかで緩やかに回復する動きとなりま

した。一方、恒常的な物価上昇に加え、米国の通商政策の動向や金融資本市場の変動など、依然として先行きは

不透明な状況が続いております。

このような環境の中、売上高は、モビリティソリューション関連で前年同期に計上した一過性売上の反動減に

加えてカーナビゲーション用データの販売が減少したものの、公共ソリューション関連で一部前倒しを含む住宅

地図データの提供や受託案件が増加いたしました。また、プロダクトソリューション関連でGISパッケージなど

のストック型サービスが堅調に推移いたしました。一方、営業費用は、ベースアップの影響などにより増加いた

しました。

以上の結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高29,523百万円（前年同期比810百万円増加、2.8％

増）、営業利益83百万円（前年同期比358百万円改善）、経常利益388百万円（受取配当金の増加や為替影響によ

り前年同期比730百万円改善）、親会社株主に帰属する中間純利益は260百万円（前年同期に計上した子会社株式

売却益の反動などにより前年同期比377百万円改善）となりました。

なお、地図データベース整備費用等の固定費は年間を通して発生いたしますが、売上高は季節的変動が著しく

年度末に集中する傾向にあるため、費用先行で推移しております。

当社グループの報告セグメントは単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の総資産は、季節的変動等の影響により受取手形、売掛金及び契約資産が減少したこと

などから70,576百万円（前連結会計年度末比3,396百万円減少、4.6％減）となりました。

負債は、前受金が増加したものの、法人税の納付により未払法人税等が、季節的変動等の影響により買掛金が

それぞれ減少したほか、短期借入金が減少したことなどから21,977百万円（前連結会計年度末比2,148百万円減

少、8.9％減）となりました。

純資産は、剰余金の配当により利益剰余金が減少したことなどから48,599百万円（前連結会計年度末比1,248

百万円減少、2.5％減）となりました。

以上の結果、当中間連結会計期間末における自己資本比率は68.8％（前連結会計年度末比1.4ポイント上昇）

となりました。

キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は12,326百万円（前連結会計年度末比1,579百万円減少、

11.4％減）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、棚卸資産の増加593百万円、仕入債務の減少554百万円、法人税等の

支払額1,396百万円などの減少要因がありましたが、税金等調整前中間純利益の計上458百万円、売上債権の減

少3,690百万円、減価償却費2,787百万円、前受金の増加1,202百万円などの増加要因により4,265百万円の収入

（前年同期比593百万円減少）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得による支出2,509百万円、投資有価証

券の取得による支出1,035百万円、連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出704百万円などにより

3,967百万円の支出（前年同期比1,335百万円増加）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減による支出450百万円、配当金の支払額1,072百万

円などにより1,837百万円の支出（前年同期比1,337百万円減少）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期連結業績予想につきましては、2025年４月25日に公表いたしました業績予想から変更はあ

りません。
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（単位：百万円）

     
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,911 12,331

受取手形、売掛金及び契約資産 12,473 8,808

電子記録債権 33 94

有価証券 7 7

商品及び製品 841 774

仕掛品 255 928

原材料及び貯蔵品 129 116

その他 1,445 1,571

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 29,092 24,628

固定資産

有形固定資産 12,163 12,183

無形固定資産

のれん 397 1,107

ソフトウエア 10,881 10,522

その他 2,537 2,628

無形固定資産合計 13,815 14,257

投資その他の資産

投資有価証券 12,404 13,074

その他 6,600 6,536

貸倒引当金 △103 △105

投資その他の資産合計 18,901 19,505

固定資産合計 44,880 45,947

資産合計 73,973 70,576

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

     
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,640 2,109

短期借入金 1,557 1,132

未払法人税等 1,482 261

前受金 8,358 9,587

役員賞与引当金 135 27

その他 7,280 6,486

流動負債合計 21,456 19,605

固定負債

長期借入金 790 651

役員退職慰労引当金 104 100

役員株式給付引当金 64 47

退職給付に係る負債 238 238

資産除去債務 59 59

その他 1,412 1,274

固定負債合計 2,669 2,371

負債合計 24,125 21,977

純資産の部

株主資本

資本金 6,557 6,557

資本剰余金 12,567 12,567

利益剰余金 29,014 28,201

自己株式 △4,801 △4,789

株主資本合計 43,338 42,537

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,475 5,170

為替換算調整勘定 283 193

退職給付に係る調整累計額 734 681

その他の包括利益累計額合計 6,493 6,045

非支配株主持分 14 16

純資産合計 49,847 48,599

負債純資産合計 73,973 70,576
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（単位：百万円）

     

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 28,712 29,523

売上原価 17,646 17,946

売上総利益 11,066 11,577

販売費及び一般管理費

人件費 6,549 6,660

役員賞与引当金繰入額 23 27

退職給付費用 154 156

貸倒引当金繰入額 0 1

その他 4,613 4,648

販売費及び一般管理費合計 11,341 11,493

営業利益又は営業損失（△） △275 83

営業外収益

受取利息 7 12

受取配当金 169 238

その他 85 141

営業外収益合計 262 392

営業外費用

支払利息 8 9

持分法による投資損失 105 72

為替差損 209 －

その他 5 4

営業外費用合計 328 87

経常利益又は経常損失（△） △341 388

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 49 106

子会社株式売却益 219 －

その他 8 2

特別利益合計 277 108

特別損失

固定資産除売却損 16 10

投資有価証券売却損 － 28

特別損失合計 16 39

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△81 458

法人税、住民税及び事業税 220 230

法人税等調整額 △183 △26

法人税等合計 37 204

中間純利益又は中間純損失（△） △118 253

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △2 △7

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△116 260

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △118 253

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 91 △304

為替換算調整勘定 30 △90

退職給付に係る調整額 △52 △53

その他の包括利益合計 68 △448

中間包括利益 △50 △194

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △48 △187

非支配株主に係る中間包括利益 △2 △7

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

     

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損失（△） △81 458

減価償却費 2,732 2,787

のれん償却額 55 72

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △209 △185

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3 △0

受取利息及び受取配当金 △176 △251

支払利息 8 9

持分法による投資損益（△は益） 105 72

固定資産除売却損益（△は益） 16 10

投資有価証券売却損益（△は益） △49 △77

子会社株式売却損益（△は益） △219 －

売上債権の増減額（△は増加） 4,301 3,690

棚卸資産の増減額（△は増加） △548 △593

仕入債務の増減額（△は減少） △901 △554

未払費用の増減額（△は減少） △262 △223

前受金の増減額（△は減少） 1,831 1,202

未払消費税等の増減額（△は減少） △374 △449

その他 △867 △548

小計 5,365 5,420

利息及び配当金の受取額 176 251

利息の支払額 △8 △9

法人税等の支払額 △674 △1,396

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,859 4,265

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,332 △2,509

投資有価証券の取得による支出 △130 △1,035

投資有価証券の売却による収入 45 128

敷金及び保証金の回収による収入 39 180

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △405 △704

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 157 －

その他 △5 △26

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,631 △3,967

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,050 △450

長期借入金の返済による支出 △204 △212

リース債務の返済による支出 △116 △101

配当金の支払額 △803 △1,072

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,174 △1,837

現金及び現金同等物に係る換算差額 58 △40

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △888 △1,579

現金及び現金同等物の期首残高 13,213 13,906

現金及び現金同等物の中間期末残高 12,325 12,326

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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（事業区分）

2025年３月期
中間

連結会計期間
（百万円）

2026年３月期
中間

連結会計期間
（百万円）

増減額

（百万円）

増減率

（％）
事業概要

プロダクト

ソリューション事業
6,398 6,816 418 6.5

企業向けに住宅地図データをはじめとする

汎用性の高いサービス・商品の提供

マーケティング

ソリューション事業
3,212 3,002 △210 △6.5

調査・分析・企画・制作・販促展開・

効果検証など一連のマーケティング施策を

標準化したトータルサービスの提供

公共

ソリューション事業
2,969 4,417 1,447 48.7

省庁や自治体業務のデジタル化や

市民サービスの質向上を支援する

サービス・商品の提供

インフラ

ソリューション事業
7,822 8,061 239 3.1

業界別バリューチェーンに対し最適化した

位置情報トータルソリューションの提供

モビリティ

ソリューション事業
8,309 7,225 △1,084 △13.0

自動車関連企業向けに

移動に関わる空間情報・サービスの提供

合　　計 28,712 29,523 810 2.8

３．その他

中長期経営計画（ＺＧＰ２０３０）で区分した各事業の販売実績

（注）当中間連結会計期間より、中長期経営計画（ＺＧＰ２０３０）における事業区分の見直しを行っております。
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